
　

来
る
五
月
八
日

(
日

)

午
後
十
三
時
よ
り
、
当
寺

大
広
間
に
て
、
「
笑
顔
の
輪
を
広
げ
よ
う
！
」
を
テ
ー

マ
に
、
「
花
ま
つ
り
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
寄
席
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
（
主
催
：
大
安
寺
保
勝
会
、
共
催
：
社
団
法

人
シ
ャ
ン
テ
ィ
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
、
社
団
法
人

落
語
芸
術
協
会
、
後
援
：
大
安
寺
）
入
場
は
無
料
で

す
が
、
会
場
に
お
い
て
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
を
行

い
ま
す
。
な
お
、
皆
さ
ん
か
ら
お
預
か
り
し
た
寄
付

金
は
、
公
益
社
団
法
人
シ
ャ
ン
テ
ィ
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
会
を
通
し
て
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
で
被
災

し
た
方
々
の
緊
急
支
援
や
、
ア
ジ
ア
各
国
の
子
供
た

ち
の
教
育
支
援
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。
ご
家
族
揃
っ

て
楽
し
め
る
内
容
で
す
。
ご
来
場
、
な
ら
び
に
募
金

へ
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

■
五
月
八
日
（
日
）　

午
前
十
一
時
～　

降
誕
会
法
要
（
本
堂
）

お
釈
迦
さ
ま
の
誕
生
「
降
誕
」
を
お
祝
い
す
る
法
要
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

本
堂
前
で
は
お
釈
迦
さ
ま
の
像
へ
の
甘
茶
が
け
、
甘
茶
の
振
る
舞
い
を
行

い
ま
す
。

■
八
月
十
三
日(

土) 　

夕
刻
～　

迎
え
火
萬
灯
会
＆
奉
納
コ
ン
サ
ー
ト
（
仮
称
）※

詳
細
未
定　

キ
ャ
ン
ド
ル
の
と
も
し
び
で
ご
先
祖
さ
ま
を
お
迎
え
す
る
と
と
も
に
、
ご
先

祖
さ
ま
へ
の
奉
納
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
予
定
で
す
。

※

詳
細
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
等
で

　

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
八
月
十
六
日
（
火
）　

午
前
十
一
時
～　

施
食
会
法
要
（
本
堂
）

ご
先
祖
さ
ま
の
み
な
ら
ず
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
霊
に
食
を
施
す
法
要
で
す
。

※

八
月
の
お
盆
行
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
時
・
内
容
が
変
更
と
な
る
場
合
が

　

ご
ざ
い
ま
す
。
詳
細
が
決
定
次
第
、
当
寺
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
携
帯
サ
イ
ト
、

　

当
寺
報
に
お
い
て
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
平
成
二
十
三
年
五
月
～
八
月
）

次
号
の
ご
案
内

編
集
後
記

　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
が
発
生
し
た
際
、
私
は
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ

ン
タ
ー
教
化
研
修
部
門
の
修
了
式
出
席
の
た
め
、
東
京
都
港
区
芝
公
園
の

曹
洞
宗
宗
務
庁
内
に
お
り
ま
し
た
。
あ
ま
り
の
揺
れ
に
、「
も
う
だ
め
か
。」

と
思
い
、
夢
中
で
非
常
階
段
を
駆
け
下
り
た
ほ
ど
で
す
。
耳
に
す
る
こ
と
、

目
に
す
る
映
像
に
絶
句
し
つ
つ
、
何
も
で
き
て
い
な
い
自
分
を
歯
が
ゆ
く

思
う
日
々
で
す
。
今
は
た
だ
、
少
し
で
も
早
く
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
が

平
穏
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
祈
る
ば
か
り
で
す
。  

〈
編
集
担
当:

長
岡
俊
成
〉

P.2

各
種
講
座
「
春
彼
岸 

写
経
会
・
坐
禅
会
」

　
　
　
　
　

中
止
の
お
知
ら
せ

　当
寺
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
携
帯
サ
イ
ト
、
事
務
所
前
で
の
チ
ラ
シ
配
布
に
て

お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
し
た
、「
春
彼
岸 

写
経
会
・
坐
禅
会
」
に
つ
き
ま

し
て
は
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
既
に
お
申
込
み
い
た
だ
い
て
い
る
方
々
に
関
し
ま
し
て
は
、
中
止
を

順
次
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

第
九
号
は
平
成
二
十
三
年
八
月
上
旬
に
発
行
予
定
で
す
。

ト
ピ
ッ
ク
ス

開
催
の
お
知
ら
せ

【
出
演
者
紹
介
】

埼
玉
県
三
郷
市
生
ま
れ
。
昭
和
六
三

年
に
三
遊
亭
小
遊
三
師
匠
に
入
門
。

平
成
九
年
真
打
昇
進
。
平
成
一
四
年

東
京
芸
術
大
学
講
師
（
舞
台
芸
術
論
）

得
意
ネ
タ
は
、
「
鰻
の
幇
間
」
「
粗
忽

の
釘
」
な
ど
。

千
葉
県
銚
子
市
生
ま
れ
。
前
座
修
行

を
経
て
平
成
二
十
年
よ
り
高
座
出
演
。

　

東
南
ア
ジ
ア
で
生
産
さ
れ
た
ク
ラ
フ
ト
製
品
の
販

売
や
、
ご
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
も
の
の
販
売
を
し

て
い
た
だ
く
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
企
画
中
で
す
。

収
益
や
出
店
料
は
、
こ
の
度
の
大
地
震
で
被
災
し
た

方
々
や
、
ア
ジ
ア
の
子
供
た
ち
の
教
育
支
援
に
役
立

て
ら
れ
ま
す
。

公
益
社
団
法
人

  
シ
ャ
ン
テ
ィ
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
と
は
？

　

一
九
八
〇
年
に
発
足
し
た
「
曹
洞
宗
東
南
ア
ジ
ア

難
民
救
済
会
議
」
（
Ｊ
Ｓ
Ｒ
Ｃ
）
が
前
身
。
カ
ン
ボ
ジ

ア
や
ラ
オ
ス
難
民
の
教
育
支
援
に
取
り
組
む
他
、
一

九
九
五
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
の
際
は
現
地
に
て
生

活
支
援
、
二
〇
〇
九
年
の
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
救
援

に
取
り
組
ん
だ
。
二
〇
〇
三
年
に
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
事
務
所
を
開
設
す
る
な
ど
、
そ
の
活
動
領
域
は
年
々

拡
大
し
て
お
り
、
ま
た
、
今
年
は
創
立
三
〇
年
の
節

目
の
年
を
迎
え
る
。

平
成
二
十
三
年
度

〈
そ
の
他
企
画
〉

落語　三遊亭 遊之介　師匠

太神楽　鏡味 初音　先生

※

現
在
詳
細
や
出
店
概
要
を
検
討
中
で
す
。
四
月
上
旬
を
目
途

　

に
、
大
安
寺
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
携
帯
サ
イ
ト
、
ポ
ス
タ
ー
・　

　

チ
ラ
シ
に
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

〇
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
t
t
p
:
/
/
s
v
a
.
o
r
.
j
p

〇
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
Ｓ
Ｖ
Ａ　

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」
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